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文＝田久保雅己（本誌）　写真＝ザ・ワールド　
協力＝インターナショナル・クルーズ・マーケティング　
 text by Masami Takubo , photos by The World , special thanks to International Cruise Marketin

客船の客室を購入して、部屋のオーナーになることにより、
マイ・ヨット感覚で船旅を楽しめる豪華客船──〈ザ・ワールド〉。
こうした客室の分譲システムを採用している客船はこの船が世界で唯一。
海の惑星といわれる地球を、自宅にいる気軽さで旅することができる船。
〈ザ・ワールド〉の世界へ、ようこそ。

の The World
魅力
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世界で唯一、客室を分譲する
レジデンス型豪華客船

自宅に居ながらにして世界を旅する
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広 と々したアパートメントのリビング。インテリアのデザインや家具などはオーナーのライフスタイルに合わせて自由に選ぶことができる

自分の部屋のダイニングへレストランから取り寄せて食事やドリンクを楽しむこともできるし、レスト
ランのシェフを呼んで部屋で調理してもらうことも可能

部屋の購入を検討している人は、ゲストとして試乗体験や港での内覧もできる

部屋のサイズによってバルコニーの広さはさまざまだ
が、目の前に広がる景色は世界中の海であり、無数の
港であり、名所・旧跡でもある。部屋での食事のアレン
ジを頼み、海を眺めながら朝食をいただくこともできる

我が家は豪華客船の
ゆったりとした客室

　「客船の部屋に自分の荷物を置いて
おけたら、次に乗船する時に手軽に行
けるのではないか」…というアイデアを
思いついたことからこの船の歴史は始
まった。

　世界初にして、現在でも世界唯一と
なる客室分譲型の豪華客船の運用シス
テムはこのような経緯で始まった。

＊
　〈ザ・ワールド〉の全長は196ｍ、全幅
29.8ｍ、総トン数43,118ｔ、最大巡航
速度18.5ノット。平均150-200人のレ
ジデントとゲスト、280人の乗組員で運
行されている。船籍はバハマ。客船とし
ては中型の大きさ。2002年にノル
ウェー、リサの造船所で建造されて以来、
14年間、部屋を購入した“世界”各地
のレジデントを乗せて、“世界”の海を
航海してきた。〈ザ・ワールド〉という名
は、この船だからこそ命名できる船名な
のである。
　全体で12層の内、レジデンス用デッ
キは6層、レジデンス総数は165部屋。
すべてが分譲用の客室となる。複数の
ベッドルームを持つレジデンスタイプと
やや小ぶりのスタジオタイプの二つのタ
イプに大きく分類されている。

　レジデンスタイプは最も多く104室あ
り、広さは102.8～301.23㎡。世界的
に有名なデザイナーとデザイン事務所
４組がデザインした美しいインテリアの
部屋で２～３のベッドルームがあり、海
一望のバルコニーも付いている。特筆
すべきは6ベッドルームと6.5バスルーム、
プライベートパーティにも対応した広々
としたバルコニーを有する389.6㎡のペ
ントハウス。大半の部屋にはキッチンも
設置されているので、船内にあるデリカ
テッセン“Fredy’s Deli”や寄港地の市
場で調達した新鮮な食材を“自宅”で
調理して料理を楽しむこともできる。
　スタジオタイプはやや小ぶりの広さと
なり、26.9～93.9㎡。スタジオ・アパー
トメントタイプとスタジオ・レジデンスタ
イプの２種類があり、スタジオ・アパート
メントはやや大きめで１～２ベッドルー
ムを備えている。スタジオ・レジデンスは
いわゆる１ルームタイプだが、2名が使
用可能なキングサイズベッド、浴槽付き
大理石のバスルーム並びに、デスク、
バーエリア、ミニ冷蔵庫が整備されたリ
ビングがあり、普通の客船の上等クラス
の部屋と比べても遜色のない豪華さだ。
　ほとんどのタイプにバルコニーがある
ので解放感は抜群。自宅に居ながらに
して船旅を楽しむことになるので、中に
は一年中住んでいるオーナーもいる。船

内にはさまざまな公共施設があるが、部
屋での生活時間も長期間に及ぶため、
バルコニーの解放感は重要な要素とな
る。船旅を楽しむためにはバルコニーは
必要不可欠ということだ。
　もちろん既存のインテリアに飽き足ら
ないオーナーは、自分の部屋なので好
みのデザインにリメイクすることもできる。
今回取材していくつかの部屋を拝見し
たが、それぞれ洗練された個性あふれ
るインテリアであった。

客室のオーナーは
船のオーナーでもある

　各部屋のオーナーの平均年齢はおお
よそ55～65歳。アメリカ、オーストラリア
を中心にヨーロッパ、カナダ、南アフリカ

などのオーナーがおり、日本人オーナー
も数人いる。オーナーそれぞれが船内
の自宅に住み、長期間一緒に船上生活
を送ることになるのだが、取材時に夕食
を共にしたカナダ人ご夫婦に、船上での
暮らしぶりについて語っていただいた。
 「私たちは約130㎡の部屋に住んでい
ますが、今回は今日で乗船してから3カ
月ぐらい経ちます。船内には6つのレスト
ランがあって、さまざまな料理を楽しめ
ます。たまにはデリカテッセンで食材を
購入して調理もしますし、レストランの
シェフにお願いして自分の部屋の中で
調理をしてもらったり、さらにはルーム
サービスを頼んで友人を招いての食事
会も開いたりします。
　部屋を購入して約10年経ちますので
友人もたくさんできました。我々は平均
して8から11カ月船で過ごしています。
オーナーの中には数名ですが、一年中
船に住んでいる方もいます。友情はかな
り早い段階で生まれ、同じ経験をシェア
し、様々なパーティに参加し、お互いの
助け合いを通して深い友情へと変わっ
ていきます。
　それと、他の客船にもあるように、この
船も世界各地の寄港地に上陸して開催
されるさまざまなタイプの旅行プログラ
ムがあります。極地などを探検すること
もあるのですが、他のオーナーたちと一
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　その夢を実現したのは、客船界のパイ
オニア的存在であるノルウェーのクルー
ズ会社、クロスタークルーズの二代目、ク
ヌート・クロスター・ジュニアであった。
　客室に私物を置いたまま下船して、次
に乗船する時は同じ部屋で過ごす。そ
れはまさしく客室のオーナーになるシス
テムの誕生であった。

 photo by Masami Takubo 
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世界各地の極地では、各方面の学者や探検に関す
る専門家が同行するツアーが開催される。カヤック
やゾディアック（インフレータブルボート）に乗り、大
自然を実体験することができる

〈ザ・ワールド〉のスターン（船尾）は、大きなデッキが電動でせり出すようになっており、桟橋付きのプライベートマリーナに変貌する。マリーナではアウトドアダイ
ニングや、そこをベースにしたパドルカヤックやホビーキャット、レザーボートなどのマリンスポーツを楽しむことができる

すでに購入しているオーナーの部屋をいくつか撮影さ
せていただいた。一緒に船上生活をするうちにオー
ナー同士が友達になり、お互いに部屋の行き来をする
ようになると、マイルームのリノベーションを図りたく
なってくるそうだ

緒にちょっぴりスリリングな体験をしま
す。そうした印象的な場面で同じ体験
を共にして、感動を分かち合いながら
オーナー同士の絆が深まるのです。
　ですから今滞在しているシンガポー
ルなど大都市の寄港地に寄ると、各国
からの交通の便がいいので下船する仲
間もいますが、新しくここから乗船してく
る友人オーナーたちもたくさんいて、彼
らと再会できるので、それも楽しみのひ
とつとなっています。時には健康や家族
の問題でコミュニティから去る仲間もい
ますが、ここで培われた友情はそのあと
もずっと続くのです」　

＊
　部屋を購入すると、オーナーは〈ザ・ワー
ルド〉を運航するThe World Resident 
Holdings,Ltd.の株主となるため、船の
オーナーになるようなもの。オーナーの
代表として選出される理事会は、さまざ

まな面で船の運航に関与することがで
きる。たとえば、7名のレジデントから成
る航路理事会とキャプテンは8つの航路
提案を3案まで絞り、全オーナーの投票
によって決定するという具合だ。各オー
ナーは部屋の大きさによって、自分の行
きたいディスティネーションをリクエスト
する投票権も有しているのだ。理事会は
3年前に航路に関する投票を行い、管
理会社がすべてのロジスティクスや港

関係の調整を行えるようにしている。
　オーナーになるためには一定の資産
が必要で、部屋の購入金額や維持費も
高額となるためオーナーの中には大きな
企業の経営者であったり、各方面のス
ペシャリストがいる。そのようなオーナー
と船会社の双方が協力し合い、相乗効
果が生まれ、より快適で財政面でも健
全な船の運航が保たれているのである。
　そして、船会社およびオーナー同士は
お互いの名前やプロフィールは共有す
ることができるが、他では一切公表され
ない。安全面に関しても完璧に構築さ
れたシステムは、オーナーたちの〈ザ・
ワールド〉に対する信頼の証でもある。

ワインの貯蔵数、16,000本

　オーナーになると、年間に100カ所以
上停泊する世界各地の寄港地のどこで
乗下船してもよく、何日間滞在してもよ
い。前述の通り、一年中船に住んでいる
オーナーもいる。もちろんオーナーの家
族や友人などゲストも同様だ。
　寄港地に入港する前にはその地域の
歴史や文化、地理についてのレクチャー
が船内で開催され、寄港地に到着する
と普通の客船とは違い、探索する価値
のある大都市（たとえばシドニー、東京、
香港など）では平均で3日間は停泊する。
上陸したその地の観光は専門のコン
シェルジュがカスタムメイド。年に数回

は南極大陸、パプアニューギニア、グ
リーンランド、メラネシア、マダガスカル、
オホーツク海、ロス海、北西航路、北海
など極地ツアーも開催している。厳選さ
れた経験豊かな専門家チームが同行し、
人がほとんど踏み入らないような場所を
冒険家気分で体験することができる。
　長期間の船上生活を豊かに過ごすた
めに、船内にはミシュランレベルの最高
級フランス料理を楽しめるレストラン

「Portraits」を始めとして、和食、中華、

タイ、インド料理などアジアテイストな創
作料理を供する「East」、コンテンポラ
リーなアメリカンステーキハウスとシー
フードを提供する「Marina」、素晴らし
い景色を眺めながらイタリアンフレー
バーの料理を堪能できる「Tides」など
の六つのレストランがある。プールサイ
ドのグリルで日光浴をしながらハンバー
ガーやアラカルトという気軽な場所もあ
る。「Fredey’s Deli」では香り豊かな
コーヒーやサンドイッチ、サラダ、ペース
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トリーや地元の食材を使ったローカル
フードを楽しむこともできる。
　これらの食事処はもちろんのこと、各
部屋でもオーダーできるワインセラーに
は、25年以上経験を積んだソムリエ
チームが世界から厳選したワインがなん
と16,000本もストックされているという
から驚きだ。
　その他レジャー施設として、世界８０
カ所の有名ゴルフコースが内蔵されて
いるシュミレーションゴルフが楽しめる

客船の中に本格的なデリカテッセン（左）があるのは〈ザ・ワールド〉ならでは。寄港地で補給される
新鮮な食材を仕入れることができる。自分のレジデンスのフルキッチン（右）で作る料理も船上生
活の楽しみのひとつだ
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メインプールは11デッキにあり、セカンドプールは5デッキの後方にある。12デッキ（スポーツデッキ）（写真前方上）には公式サイズのテニスコートやパターゴルフ場がある

The World Yacht Clubの名前はRegatta Bar。（上）。併設されたサロン（左）の奥には、世界
のヨット雑誌と有名なヨットクラブのクラブ旗。一流ヨットクラブの会員がくつろぐサロンそのものだ

高級フレンチレストラン「Portraits」（左）。落ち着いた雰囲気の中で
洗練されたフランス料理を堪能できる。ここのワインセラー（上）には
３つの温度帯に分けられた1800本の赤、白、シャンパンのボトルが
保管されている。The Worldのメインワインセラーには世界19カ国
から厳選された1100銘柄のワインが16,000本貯蔵されている

本格的なマッサージやエステ、理学療法を施すThe World Spaには、大きな浴槽のジャジー、サ
ウナ室が備わっており、もちろんスポーツジムやヘアサロンといった日常生活に必要なものは全て
配備されている
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問い合わせ先：インターナショナル・クルーズ・マーケティング株式会社  ザ・ワールド

TEL.03-5405-9213  FAX.03-5405-9214  www.icmjapan.co.jp/theworld

クラブには、プロゴルファーが常駐して
おり、屋外のパッティンググリーンでも
同様にレッスンを受けることができる。
　本誌読者の皆様に特筆すべきは、

「ザ・ワールド・ヨットクラブ」という看板
を掲げた「Regatta Bar」というサロン。
まるで欧米のヨットクラブのクラブハウス
の中にあるサロンそのままなのだ。部屋
の片隅にはバーカウンターがあり、サロ
ンの壁面には世界の有名なヨットクラブ
のクラブ旗が飾られている。マガジンラッ
クには「Ｙachting」や「SAIL」などヨッ

スポーツを堪能できるのもうれしい。
　船内には二つのプール、レギュラーサ
イズのテニスコートもあり、船内にはフィッ
トネスセンターでトレーニングもできるし、
ジャクジーやスチームバスを備えたスパ
でマッサージを受けるのもいい。もちろ
んメディカルセンターも備えているので、
健康面のサポートも万全だ。

安心のオーナーシップ

　日本的に表現するならば“洋上に浮
び、世界の海を巡る、動く高級コンドミニ
アム”と称することができる〈ザ・ワール
ド〉。その費用面での考察をしてみたい。
　レジデンスの大まかな価格は102.8
㎡クラスが平均で、現状では１物件およ
そ４億円（部屋のサイズによって1．5億
円～）。それに運航費を含む年間の維
持費が、部屋の広さに準じてかかる。
　実際にボートやヨットを購入後に転
売するとなると、所有年数にもよるが、中
古艇価格は1／３～1／１０、さらに安く
なることも多いが、このレジデンスはこれ
まで値上がりし続けている。
　また、〈ザ・ワールド〉には「ゲストステ
イプログラム」というものがあり、購入に
興味があり、資産などの一定の基準を
超えた方 に々対して購入決定前に試乗
できる機会を設けている。オーナーは自
身が乗船しない区間は友人や家族、さ

らにはこの「ゲストステイプログラム」に
部屋を提供することができる。
　現オーナーの中にはかつてボートオー
ナーであった人が歳をとり、体力も落ち、
クルー集めに苦労するよりも客室のオー
ナーになって、豪華客船のクルーサービ
スを受けながら世界を旅するようになっ
たという人も多くいると聞いて合点が
いった。
　〈ザ・ワールド〉では、オーナーたちが
クルーたちのためにさまざまな援助も
行っているという。レストランにクルーた
ちを招いて、オーナーたちが配膳サービ
ス係を務めるイベントなどはその一例で、
クルーたちとオーナーたちの一体感が
育まれるという。
　乗船している人はすべて同等に、運
命共同体となる。そのことを船会社、各
部屋のオーナー、クルーたちがそれぞれ
の立場で理解し合いながら、世界の大
海原を航海している〈ザ・ワールド〉は、
“洋上のユートピア”でもあるようだ。

ト雑誌の最新号が置かれ、いつでも閲
覧できるのである。オーナーの中には当
然、プライベートでメガヨットを所有して
いる人も何人かいるとのこと。また、今は
ボートを所有していないが、かつてボー
トオーナーだった人も多くいるという。
　船尾は、カリブ海など美しい海の沖あ
いに停泊する時に、大きなデッキがせり
出すようになっており、プライベートマ
リーナに様変わりしてカヤック、ゾディ
アックボート、レーザーボートなど、各種
のウオータークラフトを利用したマリン

Residences at Sea  ‘The World’

親子代 ノ々ルウェーの船乗り

ダグ・セヴィック船長
〈ザ・ワールド〉のダグ・セヴィック船長はノルウェー出身。祖
父の時代から船乗りの家系で育ち、子供のころからスモール
ボートなど船に親しみ、船乗りになってからは海軍や貨物船
で経験を積み、客船では船名〈シーゴッデス〉時代の〈シード
リーム〉や〈ウインドスター〉、〈ラディソン・セブンシーズ〉など
に乗船。〈ザ・ワールド〉には創業時からのキャプテンのひとり
として乗り組み、１４年間従事しているベテラン船長だ。「この船の計画や予算について関
われるのでとても楽しい」とのこと。お気に入りのディスティネーションは？ の問いに、「南
極がエキサイティングでファンタスティックだね」。プライベートでは冬はスキーを趣味とし、
夏はマイボート、Fairline４２でボーティングを楽しむボートオーナーでもある。

 photo by Masami Takubo 

 photo by Masami Takubo  photo by Masami Takubo 


